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Fuel EU Maritimeと
は？
イントロダクション

(EU) 2023/1805規則
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EU脱炭素化の枠組み

B U R E A U V E R I TA S M A R I N E&O F F S H O R E
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海上輸送に関するイニシアチブ

Fit for 55

ETS
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エネルギー課税
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再生可能エネル
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「Fit for 55」でのFuelEU Maritime の相関関係

FuelEU
海運における再生可能
エネルギーおよび低炭

素燃料の需要

RED
再生可能エネル
ギー燃料の供給

AFIR
代替燃料インフ

ラ

ETS
カーボンプライ

シング

ETD
エネルギー課税

提供：欧州委員会

• ETSとの補完:ETSは燃料使用量削減
から推進に寄与、FuelEUは使用する
燃料種別から寄与する。

• REDとAFIRとの補完:FuelEUは燃料需
要、RED燃料供給、AFIR燃料流通に
取り組む。

• テクノロジーニュートラルアプロー
チ-事業者は、特定の技術を使用す
る義務を負うことなく、ゼロおよび
低炭素燃料などの持続可能な燃料の
使用割合を増加させる必要がある。
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FuelEU Maritime の主な目標

再生可能燃料や低炭素燃料の使用を促進し、大規模生産を加速する。

GHG原単位の制限 ー 船舶が使用するエネルギーの温室効果ガス
(GHG) 強度を段階的に削減する。

陸上電力供給 (OPS) の使用義務 ー 船舶が欧州の港に停泊する際に
は、陸上の電力に接続するか、代替のゼロエミッション技術を使用する
ようにする。
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FuelEU Maritime の主な目標
岸壁での追加ゼロエミッション

2030年1月1日以降、すべてのEU代替燃料インフラ規則
(AFIR)指定対象港において、コンテナ船および旅客船
(>5,000GT) は岸壁に係留する際、陸上電源への接続が
要求される。

また、2035年1月1日以降、上記以外の港においても、
岸壁に陸上電源設備が設置されている場合はその設備
に接続することが求められる。

2030年1月1日以降、 加盟国が決定した場合自国の管理
下の港湾に本規定を適用することが可能

錨泊中の船舶は対象外だが、加盟国による任意の適用
条項がある。

以下の適用除外:
1. 短期の係留 (2時間未満)
2. 安全のため予定外寄港
3. ゼロエミッション技術の採用
4. ポートでOPS接続が使用できません
5. ポートで互換性のない機器
6. グリッドの安定性にリスクがある場合
7. 緊急時
8. 保守/点検の目的で当局から要請された場合

© 2024 Bureau Veritas



FuelEU Maritime 規制 2023/1805 2023年7月採択

2025年1月1日以降、EU/EEA内外を運航する船舶は、船籍にかかわらず、
船内で使用されるエネルギーの年間平均GHG強度を一定レベル以下にする
必要がある。 エネルギー単位当たりのGHG排出量 (gCO2e/MJ) を測定す
る温室効果ガス強度は、二酸化炭素 (CO2)、メタン (CH4)、亜酸化窒素
(N2O) を組み合わせて決定される。
規制-2023/1805-EN-EUR-Lex (europa.eu)
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GHG強度とは

GHG 強 度 とは、活動または生産の単位あたりに排出される
温室効果ガス (GHG) の量を指します。 これは、活動また
はプロセスが生産性または生産量のレベルに対してどれだ
け効率的に排出を生成するかを示す尺度です。

船内で使用されるエネルギーのGHG 強 度 とは、船内で使用
されるエネルギーMJあたりのGHG排出量を、ライフサイク
ルベース(Well-to-Wake)でCO2相当排出量に換算したもの
です。
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FuelEU Maritimeイニシアチブによって設定された目標

報告期間中に船舶で使用されるエネルギーの年間平均GHG強度は、下の図
に示す制限値を超えてはならない。 (EU) 2023/1805 規則の第4条に基づ
き、基準値91を5年ごとにMJあたり16 gのCO2換算値を削減する。
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適用対象国

2025年1月1日からモニタリング開始

FuelEU Maritimeが適用される国はETSと同様
EEA 下記30カ国:
• EU加盟国 27カ国及び
• ノルウェー、アイスランド、リヒテンシュ
タイン

• 英国は？ – 英国はFuelEUのような関連規制
を実施していません。
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FuelEU Maritime 規則の適用範囲 (次ページに画像を表示)

本規則は、船籍にかかわらず、商業目的で旅客または貨物を輸送する目的で使用
される総トン数5000トンを超えるすべての船舶に、以下の事項に関して適用する
。

1. 加盟国港湾内に停泊中に使用される燃料消費量の100％;

2. 加盟国港湾間の航海で使用される燃料消費量の100％;

3. 加盟国港湾と加盟国の海外領土にある港湾間の航海で使用される燃料消費量の50％;およ
び

4. 加盟国港湾と非加盟国港湾間の航海で使用される燃料消費量の50％ 。
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FuelEU Maritime 輸送の対象となる積み替え港

以下の場合、FuelEU海上輸送の対象となる。

• 300海里水域内での積み替え
• 当該港におけるコンテナ総輸送量に占める積み替えコンテナの割合が65%を超える場合

積み替えのリストは欧州委員会が公表する。
FuelEU Maritimeは、EU域外の出発港または目的港と当該EU港との間で使用されるエネルギーの50%
に適用される。
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スケジュール

2024年9月1日

各船舶のFuelEUのモニタ
リングプランを検証者に
提出する

2026年1月31日

2025年の最初のモニ
タリング年度の船舶
別のFuelEU報告書を
検証者への提出。

2026年3月31日

検証されたFuelEU報告書は、検証者によ
ってFuelEUデータベースに記録されるも
のとし、これには平均GHG排出量、適合バ
ランスおよび非適合寄港地が含まれる。

2026年4月30日

事業者は、検証者の承認後、バンキング
（貯蓄）、ボローイング（前借）及び
プーリング（相殺）についてをFuelEU
データベースに記録するものとする。 検
証者は、プールの使用を適合データベー
スに記録するものとする。

2026年6月30日

適合不足額に相当する金額を支払う
ことにより、検証者はFuelEU DOCを
船に発行する。
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EMSAが主要なマイルストーンを設定
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主要プレーヤーと新しい役割

• 船舶会社とは、船舶所有者から船舶の運航に関する責任を引き受け、船舶の安全
運航と汚染防止のための国際管理コードによって課されるすべての義務と責任を
引き継ぐことに同意した、船舶所有者、またはマネージャーや裸傭船者などのそ
の他の組織または個人を指します。

• 検証者-検証活動を実施する法人

• 管理国

• ISM会社-FuelEUの下で規制されるエンティティは、常にISM会社です。
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主な担当者と新しい役割
ISM企業はFEUMの責任エンティティである必要があります。他の可能性は
許可されません。
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EU MRV最新情報トレーニング (2022年12月)

FuelEU Maritime

のFirst Step02
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FuelEUデータベースエコシステム
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EMSAによるFuelEUデータベースに関する実施法

1

SAPS/ESSFでの最初の協議予定日

6月

2

パブリックコンサルテーション-9月

3

採択終了予定日2024年6月
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検証手順
検証の主な活動
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企業がこのプロセスを遵守する方法

8月31日まで-船会社は、航海中および停泊中の船舶のエネルギー使用量 (燃料の種類
と消費量を含む) をどのように監視し報告するかを概説したFuelEUモニタリングプラ
ンを検証者に提出する必要があります。 2024年8月31日以降に初めてEU/EEAの港を訪
れる船舶は、寄港から二ヶ月以内にこのプランを検証者に提出しなければなりません
。

検証者は、最初のモニタリング期間の開始である2025年1月1日までにモニタリングプ
ランを評価する必要があります。

2025年1月1日以降-各船舶について、FuelEUモニタリングプランに記されたデータと情
報を記録する必要があります。

2026年1月31日まで(以後毎年1月31日まで)-各船舶の前年の報告年度のデータと情報を
記録したFuelEU報告書を検証者に提出されなければなりません。 その後、報告書は3
月31日までに検証者によって評価され、FuelEUデータベースに入力されます。
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FuelEUデータ検証の手順
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FuelEUプロセス(N-1=2024、N=2025およびN+1=2026)
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EU MRV最新情報トレーニング (2022年12月)

Fuel EU モニタリング

プランの評価03
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欧州委員会実施規則 (EU) 2024/2031

附属書モニタリング計画のテンプレート

׀ 規則 (EU) 2023/1805に基づくモニタリング
計画、エミッション報告書及び適合文書の
テンプレート

採択予定:2024年7月26日
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FUELEU MPワークフロー

検証者へのMPの提出期限 : 31.08.2024

承認済みMP搭載期限 : 31.12.2024

© 2024 Bureau Veritas



THETIS MRVへ
の新規追加
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燃料EUモニタリング計画評価プロセス

׀ THETIS MRVは、モニタリング計
画の新しいFuelEU要件を含むよ
うに更新されます。

׀ 企業がTHETIS MRVでモニタリ
ング計画を作成し、検証者に
提出できるようになります。

׀ 検証者がTHETIS MRVでモニタ
リング計画を検証できるよう
になります。

׀ 企業がTHETIS MRVで検証済み
のモニタリング計画を管理当
局に提出できるようになりま
す。

予定:2024年7月
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モニタリング計画テンプレート
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25の共通セクションがあり、その内容はEU MRV/ETS MPとFuel EU MPで同様になります。

MRVとFUELEU MPの共通テーブル

パートA

パートA-パートA改訂
記録シート

パートB 基本データ

B.1 船舶情報
B.2 会社情報
B.3 燃料消費者および使
用燃料の種類
B.8 手順

パートC 活動データ

C.1.16 燃料消費量
C.2.1./2/3 機器
C.3.1 航海
C.3.2 航海距離

パートD データギャップ

D.1 燃料消費量
D.3 航海距離

パートE 管理

E.1 チェック
E.2/3/4/5/6/7/8コントロール
活動
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FuelEU MPに15の新しいテーブルが追加されました。

FEUM 固有のテーブル

パートB 基本データ

B.4 OPS (陸上電源)
B.5 ZET (ゼロエミッション技術)
B.6 着岸時の出力
B.7 WASP（風力補助推進）
B.8 OPS
B.9 燃料排出係数

パートC 活動データ

C.1.6 OPS
C.1.7 ZET
C.1.8 氷海での航海
C.3.3 氷海での航海
C.3.4 海上での時間/着岸時間

パートD データギャップ

D.2 OPS/ZET
D.4 氷海での航海
D.5海上での時間/着岸時間

パートE 管理

E.5 FEUM データ管理
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適合バランスの計算04
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FuelEUデータ検証の手順
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FuelEUデータ検証および計算の手順

規則2023/1805の附属書I
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FuelEUデータの検証および計算の手順

規則2023/1805の附属書IV
適合バランスおよびFuelEU罰則の計算式
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柔軟性メカニズム (貯蓄と前借)
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柔軟性メカニズム (相殺)
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FuelEUの罰則

GHG目標を遵守していない場合の金銭
的罰則

バース規制での排出要件を遵守して
いない場合の追加罰則

得られた罰則からの収入は加盟国に
配分される
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罰則–現代のコンテナ船の例
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FuelEU 報告書のテンプレート
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船会社 (ISM会社) が実施すべき措置

⚫ 今すぐ燃料コンプライアンス戦略の準備を開始してください。

⚫ 傭船会社、船舶管理者、燃料供給業者との既存および新規の契約上の
取り決めの見直しを開始し、低炭素燃料の調達と供給、また違反があ
った場合のペナルティコストの回収の役割が契約上明確に区分され、
規定されていることを確認します。

⚫ 低炭素船への投資 (または共同投資) を検討してください。低炭素船
は、他の船隊からの非準拠排出量を相殺することができ、「相殺」ま
たは「余剰」の取引を通じて利益を得ることもできます。

© 2024 Bureau Veritas
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Shaping a World of Trust

Thank You

Boris GRUDEN
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